
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
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いかるが

各地のゆるキャラが大集合
～ 第3回 斑鳩市 〜
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●�

安
心
の
子
育
て
と
健
康
の
ま
ち
づ

く
り

　

•
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
の
助
成

　

•
一
般
不
妊
・
不
育
治
療
費
の
助
成

●
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

　

•�

30
人
学
級
の
拡
大
（
小
学
１
年
生
～

４
年
生
、
中
学
１
年
生
～
２
年
生
）

　

•
小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強

　

•
中
央
公
民
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

●
安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

•
地
域
防
災
計
画
等
の
見
直
し

　

•
空
き
家
対
策
の
実
施

●
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　

•
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

　

•
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
推
進

　

•
公
共
下
水
道
の
推
進

●
町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

•
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

•
（
仮
称
）
地
域
交
流
館
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

　

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
３
）

平
成
24
年
度
予
算
は
、

生き生きとした笑顔が咲くために
～たいせつなまちの仕事が決まりました～

平成24年度一般会計予算額　８２億５千万円（対前年比6.2％増）
「人にやさしいまちづくり」の推進に取り組む、斑鳩町の平成24年度予算についてお知らせします。

安
全
で
安
心
に
、

快
適
で
住
み
よ
い
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
、

斑
鳩
を
実
現
す
る
た
め
、

　

住
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
と
安
心

を
図
り
、「
愛
す
べ
き
ふ
る
さ
と
斑
鳩
」

を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

健
全
財
政
の
継
続
に
つ
い
て
配
慮
し

な
が
ら
、
第
４
次
斑
鳩
町
総
合
計
画

の
実
現
に
む
け
て
予
算
を
編
成
し
て

い
ま
す
。
限
り
あ
る
財
源
の
な
か
で
、

選
択
と
集
中
に
よ
る
優
先
事
業
へ
の

重
点
配
分
を
お
こ
な
い
、「
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
む
け

て
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

平成24年度　予算
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•�
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
予
定
の
史
跡
中

宮
寺
跡
の
発
掘
調
査
出
土
遺
物
等
の
整

理
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
公
園
整

備
に
向
け
た
基
本
設
計
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。　
　
　
　
（
９
０
０
万
円
）

•�
斑
鳩
町
の
文
化
財
の
情
報
発
信
の
拠
点

で
あ
る
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
の
神

奈
川
県
小
田
原
市
と
の
共
同
企
画
展
や

い
か
る
が
ホ
ー
ル
で
の
歴
史
講
演
会
な

ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。　
（
６
１
万
円
）

•�
中
央
公
民
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た

め
、①
大
ホ
ー
ル
の
照
明
設
備
の
整
備
、

②
ト
イ
レ
改
修
、
③
受
変
電
設
備
の
増

設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
，
２
０
０
万
円
）

•�
小
中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
、
教
科
指

導
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
24

年
度
か
ら
、
30
人
学
級
の
対
象
を
小
学

１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
、
中
学
１
年

生
か
ら
２
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　
（
４
，
２
０
１
万
円
）

•�
町
制
65
周
年
・
い
か
る
が
ホ
ー
ル
開
館

15
周
年
を
記
念
し
て
、
世
界
的
に
活
躍

す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ

ク
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
公
演
を
開
催
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
１
０
０
万
円
）

•�
町
制
65
周
年
の
記
念
と
し
て
、
大
正
か

ら
昭
和
に
か
け
て
、
奈
良
そ
し
て
斑
鳩

の
地
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
會あ
い

津づ

八や

一い
ち

の

歌
碑
の
寄
附
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
除

幕
式
と
記
念
品
の
製
作
を
お
こ
な
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
８
万
円
）

•�
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
の
発
生

を
予
防
す
る
た
め
、
生
後
６
週
か
ら
24

週
ま
で
の
乳
児
を
対
象
に
、
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
２
１
８
万
円
）

•�
一
般
不
妊
治
療
や
不
育
治
療
を
受
け
る

夫
婦
に
対
し
て
、
治
療
費
の
一
部
を
助

成
し
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。（
１
５
０
万
円
）

•�
生
後
２
か
月
～
60
か
月
未
満
の
乳
幼
児

を
対
象
に
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
お
よ
び
細
菌
性
髄
膜
炎
（
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
）の
予
防
接
種
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
，
７
５
２
万
円
）

•�
頭
部
疾
病
の
予
防
お
よ
び
早
期
発
見
等

健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
脳

ド
ッ
ク
健
診
受
診
費
用
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
２
２
８
万
円
）

•�
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

を
助
成
し
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
（
９
，
５
０
０
万
円
）

•�
妊
娠
中
の
健
康
管
理
お
よ
び
胎
児
の
健

や
か
な
成
長
を
図
る
た
め
、「
妊
婦
一

般
健
康
診
査
」
費
用
の
15
回
ま
で
の
助

成
や
、
非
課
税
世
帯
の
妊
娠
判
定
費
用

の
助
成
を
お
こ
な
い
、
安
心
し
て
出
産

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
（
２
，
２
０
８
万
円
）

文
化
の
香
り
高
く

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

〜
人
づ
く
り
と
文
化
の
振
興
〜

す
こ
や
か
に
生
き
生
き

く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

～
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実
～

22

11
平成24年度　予算

▲�貴重な出土品などがいっぱいの
企画展

▲ニューヨーク・シンフォニック・アンサンブルの公演

▲笑顔でベビーダンス

▲大好きなパパとエンジョイ
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平成24年度　予算

•�
生
活
道
路
の
整
備
を
す
す
め
、
町
内
幹

線
道
路
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

り
、
車
・
歩
行
者
が
安
全
で
快
適
に
移

動
で
き
る
道
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
１
億
４
，
６
５
５
万
円
）

•�
安
全
で
快
適
な
道
路
機
能
の
充
実
を
図

る
た
め
、
法
隆
寺
線
に
歩
道
照
明
を
設

置
し
ま
す
。　　
　
（
２
，２
５
０
万
円
）

•�
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
向
上
を
図
る
た

め
、耐
震
診
断
を
お
こ
な
う
人
に
対
し
、

診
断
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
８
万
円
）

•��
ま
た
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が

不
足
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住

宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
用
を
補
助
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
０
万
円
）

•�
斑
鳩
ら
し
い
歴
史
的
な
町
並
み
を
保
存

し
、
そ
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い
く

た
め
、
龍
田
地
区
町
並
み
保
全
・
活
用

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
（
３
２
０
万
円
）

•�
町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も

に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
縮
減

す
る
た
め
、
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

の
策
定
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
（
４
０
０
万
円
）

•�
公
共
施
設
を
利
用
す
る
際
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
み
な

さ
ん
の
日
常
生
活
の
交
通
機
関
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
町
内
を
巡
回
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。　
　
　
　
　
（
１
，
０
７
７
万
円
）

潤
い
の
あ
る

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

～
都
市
環
境
の
整
備
～

23

•�
老
朽
化
が
す
す
む
衛
生
処
理
場
で
の
焼

却
を
廃
止
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
可
燃

ご
み
の
処
理
委
託
を
開
始
し
ま
す
。

　
　
　
（
１
億
４
，
５
９
８
万
円
）

•�
可
燃
ご
み
の
処
理
委
託
に
伴
い
廃
棄
物

運
搬
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
積
み
替

え
施
設
の
整
備
な
ど
を
お
こ
な
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
８
，
５
５
６
万
円
）

•�
大
災
害
等
に
備
え
、
既
存
の
通
信
手
段

が
途
絶
え
た
際
に
活
用
す
る
衛
星
携
帯

電
話
や
停
電
時
の
緊
急
用
電
源
と
し
て

発
電
機
を
設
置
し
ま
す
。（
６
９
万
円
）

•�
「
斑
鳩
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

に
基
づ
き
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
ご
み
、

剪
定
枝
葉
、
廃
食
用
油
等
）
の
利
活
用

を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、「
生
ご
み
の

分
別
収
集
・
た
い
肥
化
モ
デ
ル
事
業
」

の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　
（
２
，
７
６
８
万
円
）

•�
ご
み
の
減
量
を
す
す
め
、資
源
の
浪
費・

無
駄
を
な
く
し
、
脱
焼
却
・
脱
う
め
立

て
を
め
ざ
す
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」

の
考
え
方
を
周
知
す
る
た
め
、
あ
り
が

と
う
き
市
や
ご
み
質
検
査
な
ど
を
お
こ

な
い
ま
す
。　
　
　
　
（
１
４
４
万
円
）

•�
東
日
本
大
震
災
や
紀
伊
半
島
大
水
害
な

ど
の
教
訓
を
生
か
し
、
斑
鳩
町
地
域
防

災
計
画
に
つ
い
て
、
全
般
的
な
見
直
し

を
お
こ
な
い
ま
す
。　

（
５
０
４
万
円
）

•�
火
災
や
不
審
者
の
侵
入
に
よ
る
犯
罪
の

発
生
原
因
と
な
る
空
き
家
の
実
態
把
握

を
お
こ
な
い
、
空
き
家
の
所
有
者
に
対

し
適
正
管
理
を
促
し
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
（
２
３
万
円
）

安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

～
生
活
環
境
の
整
備
～

14

▲鮮やかなコスモスに浮かぶ法起寺

▶
今
な
お
残
る
斑
鳩
ら
し
い
町
並
み

▲陶器をリユース！
　ありがとうき市を開催
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平成24年度　予算

•�
地
元
観
光
と
商
工
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
斑
鳩
市
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
（
１
０
０
万
円
）

•�
奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
法
律
の

専
門
家
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
消
費
生

活
の
安
全
性
と
生
活
知
識
の
向
上
を
図

る
た
め
、
消
費
生
活
相
談
を
お
こ
な
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
４
９
万
円
）

•�
斑
鳩
町
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

を
立
ち
あ
げ
、
歴
史
的
風
致
の
維
持
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
法
隆
寺
を
中
心
と

し
た
拠
点
通
過
型
観
光
か
ら
、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
散
策
・
回
遊
・
着
地
型

の
ま
ち
な
か
観
光
へ
の
誘
導
に
取
り
組

み
ま
す
。　
　
　
　
　
（
５
３
４
万
円
）

•�
農
地
や
農
業
用
水
な
ど
、
集
落
に
あ
る

資
源
（
農
地
・
水
路
・
道
路
）
を
守
る

た
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
む
「
共
同
活
動
」
と
、
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
に
取
り
組
む
「
環

境
保
全
活
動
」に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
（
５
９
万
円
）

•�
観
光
客
へ
的
確
な
観
光
案
内
を
お
こ
な

う
た
め
、
町
内
の
観
光
案
内
サ
イ
ン
な

ど
の
整
理
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　
（
４
８
万
円
）

•�
拡
大
し
つ
つ
あ
る
遊
休
農
地
の
解
消
を

図
る
た
め
、
実
態
調
査
や
地
域
特
性
を

生
か
し
た
付
加
価
値
の
高
い
農
業
へ
の

誘
導
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
（
８
５
万
円
）

•�
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
自
治
会
と
い
う
枠
を

越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施

設
と
し
て
（
仮
称
）
地
域
交
流
館
の
整

備
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
（
１
億
５
，
４
７
０
万
円
）

•�
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
郷
土
愛
と
誇
り

を
も
ち
、
良
き
斑
鳩
を
再
認
識
で
き
る

機
会
と
し
て
、
友
好
都
市
提
携
な
ど
を

結
ん
で
い
る
各
市
町
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
へ
の
住
民
参
加
や
物
産
展
へ

の
出
店
な
ど
の
交
流
を
お
こ
な
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
５
万
円
）

•�
生
活
様
式
の
多
様
化
に
対
応
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
税

等
の
納
付
に
つ
い
て
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・

ペ
イ
ジ
ー
収
納
の
運
用
を
開
始
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
４
万
円
）

•�
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
成
す
る
た

め
、
地
域
集
会
所
の
整
備
に
か
か
る
費

用
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
実
施
分
か

ら
、
補
助
制
度
を
拡
大
し
、
地
域
単
位

の
活
動
拠
点
の
充
実
を
図
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
２
，
３
９
９
万
円
）

•�
斑
鳩
の
伝
統
文
化
の
継
承
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
、
観
光
の
振
興
を

図
る
た
め
、
斑
鳩
の
里
ふ
る
さ
と
秋
祭

り
を
開
催
し
ま
す
。　
（
５
０
０
万
円
）

•�
第
４
次
斑
鳩
町
総
合
計
画
の
重
点
テ
ー

マ
で
あ
る
「
参
加
と
協
働
」
を
具
体
的

に
展
開
す
る
た
め
、（
仮
称
）
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
・
指
針
の
策
定
な
ど

斑
鳩
ら
し
い
協
働
の
し
く
み
づ
く
り
を

す
す
め
ま
す
。　
　
　
（
１
７
４
万
円
）

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

～
産
業
・
観
光
の
振
興
～

と
も
に
築
く

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

～
地
域
自
治
の
強
化
～
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15
平成24年度　予算

▲友好都市など各市町村と盛り上がる斑鳩市

▲遊休農地でジャガイモ栽培

▲�兵庫県太子町の「太子あすかふるさと
まつり」でまちなか散歩

▲納付が便利に !!
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町�税→みなさんから納めてい
ただく町民税や固定資産
税、都市計画税など。なお、
都市計画税は、目的税とし
て都市計画事業にあてられ
ます。

地�方交付税→所得税など国が
徴収する税金の中から、町
の財政状況に応じて交付さ
れるお金。

国�・県支出金→特定の事業の
財源として国や県から交付
されるお金。

町�債→大きな事業をおこなう
ために、国、金融機関等か
ら借り入れるお金。

使�用料および手数料→町の施
設を使ったり、住民票など
の交付にみなさんが支払う
お金。

地�方消費税交付金→地方消費
税（消費税５％のうち１％）
の中から交付されるお金。

分�担金および負担金→特定の
利益を受ける人から徴収す
るお金。

その他内訳
　�地方譲与税・地方特例交付
金など

財政用語辞典
（歳入）

歳入

町税
28億9,830万円
町税
28億9,830万円

国・県支出金
13億863万円

地方交付税
21億6,400万円

町債
8億7,850万円

使用料および
手数料
2億3,298万円

地方消費税交付金
1億8,860万円

分担金および負担金
1億3,233万円

その他
4億4,666万円

■ 平成24年度会計別予算

平成24年度　予算

会　　計　　名 平成24年度
予　算　額

平成23年度
予　算　額

比　　　　較
増　減　額 増減率

一　　般　　会　　計 82億5,000万円 77億7,000万円 4億8,000万円 6.2%

特　　別　　会　　計 66億3,916万円 61億5,737万円 4億8,179万円 7.8%

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険事業 30億6,000万円 29億1,150万円 1億4,850万円 5.1%

大字龍田財産区 306万円 337万円 △31万円 △9.2%

公共下水道事業 13億7,670万円 12億8,430万円 9,240万円 7.2%

介 護 保 険 事 業 18億6,840万円 16億7,260万円 1億9,580万円 11.7%

後期高齢者医療 3億3,100万円 2億8,560万円 4,540万円 15.9％

一般・特別会計合計 148億8,916万円 139億2,737万円 9億6,179万円 6.9%

水 道 事 業 会 計 11億6,644万円 10億8,074万円 8,570万円 7.9%

総　　合　　計 160億5,560万円 150億0,811万円 10億4,749万円 7.0%
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■歳出の主な用語録
人　件　費
　　�職員や特別職の給与、議
員および各委員会の委員
報酬

扶　助　費
　　�子ども手当・（仮称）子
どものための手当、子ど
も・老人・重度障害者の
医療費　等

公　債　費
　　�町債（借入金）の返済金
物　件　費
　　�消耗品費や光熱水費、業
務委託料 等

維持補修費
　　�公共施設の修繕料　等
補助費等
　　�各種事業や団体への補助
金や負担金 等

繰　出　金
　　�国民健康保険等の特別会
計へ繰り出して使うお金

普通建設事業費
　　�道路の整備等に使うお金

※�歳入は右ページの用語辞典
を参考にしてください。

平成24年度予算を１か月の家計にたとえてみると…

●１か月の総支出額…２8万8千円

●１か月の総収入額…２8万8千円　斑鳩町の財政をみなさんの家計に例える
とどうなっているのでしょうか。
　斑鳩町の平成24年度予算額を人口28,617
人（平成24年１月１日現在）で割り戻し
た金額を、個人の家庭1か月の家計に例え
てみました。
　１か月の収入が28万８千円の斑鳩家の家
計の内訳は、次のようになります。

民�生費→各種福祉サービスな
どに使うお金。

衛�生費→健康診断やごみ処理
などに使うお金。

公�債費→町債（借入金）を返
済するために支払うお金。

総�務費→町の総括的な管理経
費や自治振興などに使うお
金。

土�木費→ＪＲ法隆寺駅周辺整
備や道路整備などに使うお
金。

教�育費→幼稚園・小中学校の
運営や、公民館など、教育
の振興のために使うお金。

消�防費→西和消防組合や消防
団運営、災害物資の備蓄な
どに使うお金。

議�会費→議会運営のために使
うお金。

農�林水産業費→農業振興や土
地改良事業などに使うお
金。

商�工費→商工業の振興、観光
事業などに使うお金。

財政用語辞典
（歳出）

歳出

教育費
9億202万円

民生費
25億7,718万円
民生費
25億7,718万円

土木費
9億1,399万円
土木費
9億1,399万円

公債費
10億3,073万円

衛生費
10億9,530万円
衛生費
10億9,530万円

総務費
10億2,710万円

消防費
3億4,759万円

議会費
1億2,189万円

商工費　9,353万円

農林水産業費
1億1,067万円

予備費　3,000万円

平成24年度　予算

斑 鳩 家 の 収 入 収 入 額
（円）

構成比
（％）

〈参考〉
平成22年度
決算　　（円）

給料 101,000 35.1 100,000 町税
雑収入（内職・パート
収入や不動産収入、貯
金の取崩し）

17,000 5.9 17,000
使用料および手数料
繰入金
その他の収入

前月からの繰越金 5,000 1.7 24,000 繰越金

親せきからの援助 134,000 46.5 130,000

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金
その他の交付金

新たな借入金 31,000 10.8 25,000 町債
合　　　計 288,000 100.0 296,000

斑 鳩 家 の 支 出 支 出 額
（円）

構成比
（％）

〈参考〉
平成22年度
決算　　（円）

生 活 費
食費 53,000 18.4 52,000 人件費
医療費、教育費等 38,000 13.2 33,000 扶助費
ローンの返済 36,000 12.5 35,000 公債費

その他の
生 活 費

光熱水費、消耗品費等 69,000 24.0 56,000 物件費
家の修繕費 4,000 1.4 5,000 維持補修費
自治会費、
スポーツクラブ会費等 31,000 10.8 28,000 補助費等

貯金 0 0.0 12,000 積立金
子どもへの仕送り 34,000 11.8 36,000 繰出金

家　　の
増改築費 家の増築費用 22,000 7.6 15,000 普通建設

事業費等
そ の 他 来月への繰越金 1,000 0.3 24,000 歳計剰余金

合　　　　　計 288,000 100.0 296,000
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　町内の小学４年生から６年生を対象とし
て、家庭や学校では体験しにくい自然や社会
の中での体験を通じて、集団生活の大切さや
各自の役割を学び、社会性を育み自分を育て
ることを目的とした事業です。学園での活動
を通して、他の小学校や違う学年のお友達が
たくさんできるような内容となっています。

　レクリエーションや調理実習、キャンプ、
スポーツ大会、社会見学など毎月楽しい内
容となっています。昨年の内容を紹介しま
す。
　６月　開校式、七夕飾り
　７月　調理実習（カレーづくり）
　７月　キャンプ（１泊２日）
　　　　草木染、キャンプファイヤー
　９月　コマ図を使って町内散策
１０月　スポーツ大会
１１月　社会見学（大阪市立科学館）
１２月　クリスマスツリー作成
　１月　勾玉づくり
　２月　キャンドルとアルバム作成
　３月　閉校式、ゲーム
　　★平成２４年度も
　　　楽しい内容を計画しています。

ホリディ学園では
どんなことをしているの？

ホリディ学園って？

楽しいことがいっぱいホリディ学園♪
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ホリディ学園は、いつしてるの？
　６月から翌３月までの毎
月１回土曜日または日曜日
に活動しています。毎月の
集合時間・場所等の詳細に
ついては、学校を通して学
園生に配付します。

誰が指導しているの？
　ホリディ学園では、斑鳩町子ども会連絡協
議会に所属しているシニアリーダーのお兄さ
ん・お姉さんたちがいろんなことを指導して
くれています。シニアリーダーには、ホリディ
学園出身者が多数います。ホリディ学園で楽
しかったことを後輩にも体験してもらうため
に、みんなが笑顔になるようなことを考えて
指導してくれています。

ホリディ学園に参加するには？
　４月中旬に年間スケジュールと活動内容を記載
した申込用紙を学校を通じて配布します。そこに
記載されている申込期間内に役場生涯学習課また
は中央公民館窓口で申し込んでください。休まず
がんばれるたくさんの子どもたちの参加を待って
います。
※�教材費・交通費等については、原則、実費を徴
収いたします。

問合せ　生涯学習課（☎内線238）
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本各地の物産がずらり
～ 斑鳩市にぎやかに開催 ～

2 / 1 8 ～ 1 9 ・法隆寺観光自動車駐車場

日

　第３回　斑鳩市がおこなわれ、聖徳太子ゆかりの地とし

て斑鳩町と友好都市である大阪府太子町や、世界遺産のま

ちとして交流の深い北海道知床のほか、姫路城のある兵庫

県姫路市、正岡子規ゆかりの愛媛県松山市や、法隆寺ゆか

りの都市文化交流協定を締結した神奈川県小田原市の物産

が並びました。さらに、災害復旧支援物産展として、岩手県大槌町や、奈良県南和地域の十津川村、天川村、

野迫川村の物産も並び、会場の法隆寺観光自動車駐車場はたくさんの人でにぎわいました。

　今年は、中宮寺門前そばを使ったわんこそば選手権や、アンパンマンと仲間たちとの撮影会や握手会、全

国各地のゆるキャラが大集合するなど、新たなイベントもおこなわ

れ、来場者は、各地の名産に舌つづみを打ちながら、楽しいひとと

きをすごしていました。

代の斑鳩と飛鳥の関係を探る
～ 太子の日フォーラム ～
2 ／ 2 2 ・いかるがホール

古

　聖徳太子ゆかりの地として、ご命日にあたる２月22日を「太

子の日」とし、太子の遺徳を偲ぶとともに、太子の和の精神を

現代の視点から問い直し、後世に伝えることを目的に「太子の

日フォーラム」がいかるがホールでおこなわれ、約160人の歴

史ファンでにぎわいました。

　今年は、「斑鳩の諸宮－飛鳥との関係から考える－」と題して、

古代の宮殿や都城などの研究に取り組まれている、奈良文化財

研究所 遺跡・調査技術研究室長 小
お

澤
ざわ

　毅
つよし

 氏による講演がおこ

なわれました。

　小澤先生は、「斑
いかるがのみや

鳩宮」や「岡
おかもとのみや

本宮」など斑鳩地域の宮に加

えて、飛鳥地域の「豊
とゆらのみや

浦宮」などについて発掘調査成果や文献

記録などを紹介されました。さらに斑鳩と飛鳥を結ぶ道であっ

た「筋
すじかいみち

違道」についても解説され、「筋違道の起点が豊浦宮、

終点が岡本宮とすれば、蘇我氏との強い関わりが想定される」

とのお話に、みなさん熱心に耳を傾けていました。

たくさんの人でにぎわった
物産展

◀
ア
ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
と

　

記
念
撮
影

◀
わ
ん
こ
そ
ば
選
手
権

▲
▶

▲講演をおこなう小澤 毅 室長

▲熱心に耳を傾ける歴史ファン
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ちの河川をみんなできれいに
～ 清流復活大作戦 ～
3 ／ 4・町内河川

　町内を流れる大和川・竜田川・富雄川・三

代川の河川沿いで、住民のみなさんや各種団

体の協力による清掃活動がおこなわれまし

た。

　町内６つのコースにはわがまちを流れる川

をきれいにしようと、たくさんの人が集まり、

河川沿いに捨てられた、いろいろなごみを回

収しました。当日1,370㎏のごみが回収され、

清掃後は、きれいな川になりました。

ま

▲�奈良県警察音楽隊
の演奏

力団追放「暴力団排除条例について」
～ 第14回安全と安心を守る町民の集い ～

3 ／ 4・いかるがホール

　犯罪のない明るく住みよいまちをめざして、第14

回安全と安心を守る町民の集いが、３月４日いかるが

ホールでおこなわれ、講演会と奈良県警察音楽隊の演

奏による啓発がおこなわれました。

　今年は、「暴力団排除条例について」と題して、奈

良県警察本部刑事部組織犯罪対策第２課　暴力団対策

官　松本康生 氏より講演がおこなわれ、「暴力団を利

用しない、暴力団を恐れない　暴力団に金を出さない、

暴力団と交際しない」を４つの基本理念として、社会

全体での暴力団排除を訴えられました。

暴

▲
３位入賞を果たしたメンバーと賞状

鳩チーム　３位入賞
3 ／ 3・馬見丘陵公園

　３月３日に河合町の馬見丘陵公園でおこなわれ

た第７回市町村対抗子ども駅伝大会にて、斑鳩

チームが、みんなの思いがこめられた襷
たすき

をつなぎ、

はじめて町村の部で３位入賞を果たしました。

　駅伝大会は、子どもたちの体力向上や連帯感を

養うことを目的とし、８区間14．665km のコー

スを35市町村代表の小学生ランナーが参加して

おこなわれました。

　斑鳩チームのみなさんおめでとうございまし

た。

斑鳩町立図書館来館者300万人達成
2 ／ 2 9 ・町立図書館

　平成９年９月に開館した町立図書館で２月29

日、来館者３００万人を達成しました。

　記念すべき３００万人目の来館者は町内にお住

まいの岡本旨子さん。清水教育長から記念品の贈

呈がおこなわれました。

　岡本さんは週に１度は来館され時代小説などを

よく読んでおられるそうです。突然のことで驚か

れた様子でしたが、「これからも図書館を利用し

たいと思います。」と笑顔で話されました。

斑

▲講演をおこなう松本氏

▲

◀
た
く
さ
ん
の
人
で
一
斉
清
掃

◀
記
念
品
を
受
け
取
る

　

岡
本
さ
ん



地域に根ざした
子どもたちを

育てる

斑鳩っ子の活動
～斑鳩町立幼・小・中学校の

道徳教育のようす～

斑鳩東小学校
（☎0745-74-1501） 輝く瞳　意欲いっぱい　元気いっぱい　東っ子！

～ 自ら学び、心豊かにたくましく生きる児童の育成をめざして ～
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幼
稚
園
児
と
の
交
流

　

こ
の
活
動
で
は
、
年
下
の
子
を
導
い
た

り
、
優
し
く
接
し
た
り
し
ま
す
。
幼
児
期

の
自
分
を
幼
児
に
投
影
さ
せ
る
こ
と
で
自

己
の
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
活
動
の
場
を
変
え
た
り
、
活

動
の
単
位
を
個
別
や
ペ
ア
、
グ
ル
ー
プ
や

集
団
へ
と
変
化
さ
せ
た
り
し
ま
す
が
、
活

動
内
容
も
自
由
度
の
高
い
も
の
や
企
画
さ

れ
た
も
の
な
ど
、
学
習
に
変
化
を
も
た
せ

て
交
流
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
思
い
や
り

や
自
主
性
、
忍
耐
力
や
社
会
性
、
さ
ら
に

は
規
範
意
識
の
高
揚
な
ど
の
「
道
徳
性
」

が
養
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
各
学
年
と
も
交

流
内
容
を
工
夫
し
な
が
ら
、
互
い
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
子
ど
も
た

ち
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

心
を
一
つ
に
「
東
小
ソ
ー
ラ
ン
」

　

平
成
12
年
６
月
、
当
時
の
６
年
生
が
、

教
師
と
と
も
に
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね

決
定
し
た
「
東
小
ソ
ー
ラ
ン
」。
今
で
は

く
知
り
、
斑
鳩
に
住
む
人
々
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
大
切
で
す
。町
内
の
お
店
や
工
場
、

農
園
や
公
共
施
設
な
ど
を
見
学
し
た
り
、

各
学
習
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て

地
域
の
人
々
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

り
す
る
こ
と
で
、
書
物
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
で
は
得
ら
れ
な
い
知
識
や
考
え
方

を
学
び
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

み
ず
か
ら
「
支
え
あ
う
社
会
」
を
実
感
す

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
文
楽
」「
雅
楽
」
な
ど
の
日
本

古
来
の
音
楽
や
楽
器
に
も
ふ
れ
て
、
我
が

国
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
の
関
心
を
深
め

て
い
ま
す
。

本
校
運
動
会
の
恒
例
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

り
ま
し
た
。さ
ら
に
運
動
会
終
了
後
に
も
、

卒
業
生
や
保
護
者
な
ど
が
在
校
生
に
入
り

混
ざ
り
と
も
に
踊
る
と
い
う
、
正
に
地
域

一
体
と
な
っ
て
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、

大
き
な
感
動
と
強
い
「
絆
」
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
東
小
ソ
ー
ラ
ン
」は
野
外
活
動
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
に
も
取
り
入

れ
ら
れ
、
本
校
が
自
信
を
も
っ
て
披
露
で

き
る
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。
仲
間
と
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
創
り

上
げ
て
い
く
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
、
異
年

齢
の
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
、
苦
し

く
と
も
が
ん
ば
っ
て
や
り
抜
い
た
自
信
、

周
り
の
人
に
認
め
て
も
ら
え
た
と
い
う
う

れ
し
さ
な
ど
、
東
小
学
校
の
児
童
で
あ
る

と
誇
り
を
感
じ
さ
せ
る
取
組
み
と
言
え
ま

す
。地域

学
習
と
文
化
の
尊
重

　

斑
鳩
の
町
を
好
き
に
な
り
、
誇
り
を
も

て
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
斑
鳩
の
町
を
よ

　「斑鳩町の道徳教育」に関し、町
立幼稚園、小・中学校の具体的な取
り組みについて、子どもたちの活動
のようすとともにお知らせします。
　第３回目は、斑鳩東小学校の取組
みについて紹介します。

▲�幼稚園の「おみせやさんごっ
こ」の準備をお手伝い

▲�自分自身で作った半
はんてん

纏を
まとっての演舞

▲�天理大学雅楽部を
招いての雅楽体験

▼�おすすめポイントを
かいた斑鳩カルタ
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　平成24年4月からの指定ごみ
袋交付協力店をお知らせします。
　指定ごみ袋は、10枚入１袋
単位で交付しております。

（交付協力店及び各公共施設）

可燃ごみの指定袋（3種類）
　〈交付手数料〉

大（45Ｌ相当）　450円
中（30Ｌ相当）　300円
小（20Ｌ相当）　200円

不燃ごみの指定袋（2種類） 木くず・草類の指定袋（1種類）
　〈交付手数料〉

大（45Ｌ相当）　650円
中（30Ｌ相当）　400円

　〈交付手数料〉

（45Ｌ相当）　200円

※�町の資源物指定袋（ビン・缶類、ペットボトル、
その他プラスチック類用）は、平日（８時30分〜
17時30分）は、役場の環境対策課
で、土・日曜日、祝日および平日
の時間外は、役場東側入口すぐの
宿直室にて配布しています。

問合せ　環境対策課（☎内線133）

わたしにもぼくにもできるごみしわけ

＊それぞれ１袋10枚入

町の指定ごみ袋（可燃、不燃、木くず・草類）交付協力店 （順不同）

町の指定ごみ袋（可燃、不燃、木くず・草類）交付場所のお知らせ

店　　　名 住　　所 電話番号
小 野 製 菓 龍田北1−3−11 75−6785
プリントセル・ユタカ 龍田1−1−15 75−0248
西 川 乾 物 店 龍田1−1−24 75−2345
多 賀 米 穀 ･ 酒 店 龍田1−6−4 75−2172
セブン‐イレブン斑鳩町龍田店 龍田1−399 74−1219
笠 岡 煙 草 店 龍田2−3−7 75−2708
㈱谷村米酒店竜田本店 龍田2−3−7 75−2308
小 松 酒 店 龍田3−4−10 74−3008
安 本 石 鹸 店 龍田3−4−13 75−2418
森 口 建 材 店 龍田4−1−1 75−2209
串 揚 店　 稲 葉 龍田南1−2−18 75−0606
斑 鳩 町 商 工 会 龍田南1−3−49 74−2500
北 原 白 水 堂 龍田南6−2−26 75−2201
シ ョ ッ プ ゐ ど 龍田西6−3−26 75−2809
イ オ ン い か る が 店 龍田西8−1−15 70−1100
奈 良 ギ フ ト 龍田西8−5−4 75−2071
ローソン斑鳩龍田西店 龍田西8−6−13 75−6188
虹 の 家 神南2−5−8 75−0008
大 和 バ ニ ー 神南5−2−6 74−1714
ら そ ら 神南5−14−13 70−1577
㈱谷村米酒店稲葉店 稲葉西1−3−5 75−3308
太 子 の 里 稲葉車瀬2−7−35 75−0603
北 村 印 刷 小吉田2−3−22 75−6884
伊勢津ドライ法隆寺営業所 服部1−4−22 75−5538
松田クリーニング店 服部1−12−14 75−2332
マ ル イ 堂 服部1−12−17 74−3639
松 本 電 気 商 会 服部2−20−10−101 74−1977
セブン‐イレブン斑鳩町法隆寺東店 法隆寺東2−3−28 75−7715
菓 子 徳 法隆寺1−1−5 74−3515
小 間 伊 商 店 法隆寺1−3−5 75−2167
志 村 衣 料 店 法隆寺1−9−32 75−2428
八 百 市 商 店 法隆寺2−3−1 75−2218
めぐみの郷いかるが店 法隆寺2−６−25 43−6882
東 浦 呉 服 店 法隆寺南1−3−7 75−5291
つ ち や 化 粧 品 店 法隆寺南1−4−13 75−2131
岡 田 荒 物 店 法隆寺南1−5−11 75−2335
㈱ 八 百 丑 法隆寺南1−6−24 75−6767
八 百 吉 法隆寺南1−6−27 75−2128
カ ギ の カ ネ シ ゲ 法隆寺南3−3−6 74−3083
斑 鳩 タ イ ヤ 商 会 幸前1−3−41 75−5674

店　　　名 住　　所 電話番号
木 田 商 店 幸前2−6−19 74−3508
魚 元 高安1−2−18 75−2049
セブン‐イレブン法隆寺インター店 目安北3−3−10 75−7787
㈱ファーマシー木のうた 興留2−75 75−8970
中 野 米 酒 店 興留3−3−36 75−2732
㈱ 万 代 興留4−3−13 74−6697
サンクス斑鳩興留店 興留5−1−26 74−1721
松 楽 園 興留5−3−13 75−2579
西 本 牛 乳 社 興留5−14−9 75−2866
㈱谷村米酒店法隆寺駅前店 興留5−15−27 75−2575
プラモデルラジコンショップヤマト 興留6−17−1 74−0630
丸 幸 興留6−17−40 75−5691
多 賀 米 酒 店 興留7−2−7 75−2564
ま ね き 屋 法 隆 寺 店 興留7−2−15 75−0888
河 田 商 店 興留7−3−5 75−2323
オ ク ダ 時 計 店 興留7−3−11 75−2585
フ ジ 薬 局 興留7−7−3 74−4508
嶋 田 た ば こ 店 興留9−2−11 75−5030

施　設　名 住　　所 電話番号
役　　　場（環境対策課）法隆寺西3−7−12 74−1001
中　 央　 公　 民　 館 龍田南2−2−43 74−1511
東　　公　　民　　館 興留5−5−28 74−4122
西　　公　　民　　館 龍田西4−2−25 75−3911
ふれあい交流センターいきいきの里 法隆寺北1−13−15 74−0990
い か る が ホ ー ル 興留10−6−43 75−7743
中　 央　 体　 育　 館 龍田南1−1−61 75−3100
衛　 生　 処　 理　 場 幸前2−8−9 74−2371
三井浄水場（上水道課）三井1335 74−1401
生き生きプラザ斑鳩 小吉田1−12−35 70−1000

町指定ごみ袋（可燃、不燃、木くず・草類）交付公共施設
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斑鳩文化財センター
（☎0745-70-1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

平成24年度　斑鳩文化財センターの催し
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春
季
企
画
展

　
「（
仮
称
）弥
生
時
代
の
斑
鳩
の
よ
う
す
」

と
題
し
て
、
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
周

り
に
広
が
る
西
里
遺
跡
や
東
里
遺
跡
等
の

町
内
の
各
所
よ
り
出
土
し
た
遺
物
や
写
真

パ
ネ
ル
等
の
展
示
に
よ
り
、
弥
生
時
代
の

斑
鳩
の
様
子
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

夏
季
企
画
展

　

平
成
23
年
度
夏
季
企
画
展
の
続
編
と
し

て
、「（
仮
称
）
江
戸
時
代
の
法
隆
寺
村
西に

し

郷さ
と

の
大
工
棟と

う
り
ょ
う梁
安
田
家　

―
 

安
田
家
文

書
展
② ―

」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

町
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
「
安
田
家
文

書
」
に
は
、
昨
年
度
に
紹
介
し
ま
し
た
法

隆
寺
村
の
庄
屋
に
関
係
す
る
古
文
書
や
絵え

図ず

等
の
ほ
か
に
、
御ご

所し
ょ

や
奈
良
・
京
都
の

寺
社
建
築
に
関
わ
る
大
工
に
関
す
る
資
料

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
大
工
に
関
す

る
絵
や
図
面
と
安
田
家
所
蔵
の
歴
史
資
料

の
展
示
を
通
し
て
、
大
工
棟
梁
と
し
て
の

安
田
家
を
紹
介
し
ま
す
。

秋
季
特
別
展

　
「（
仮
称
）
国
宝
藤
ノ
木
古
墳
の
馬
具　

―
 

奈
良
県
内
古
墳
出
土
の
馬
具
展 ―

」

と
題
し
て
、
通
常
は
奈
良
県
立
橿
原
考
古

学
研
究
所
が
保
管
す
る
国
宝
藤
ノ
木
古
墳

出
土
品
の
う
ち
、
馬
具
の
里
帰
り
展
示
を

お
こ
な
う
と
と
も
に
、
県
内
の
古
墳
よ
り

出
土
し
た
馬
具
を
関
連
展
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
藤
ノ
木
古
墳
の
馬
具
の
意
義
等
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

冬
季
企
画
展

　

小
田
原
市
と
の
文
化
交
流
を
記
念
と
し

て
、
交
流
展
「（
仮
称
）
戦
国
時
代
の
小

田
原
と
斑
鳩
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
と
小
田
原
市
は
、
平
成
24
年
２

月
11
日
に
「
法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市
文
化

交
流
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
の
協

定
締
結
１
周
年
を
記
念
し
て
、
当
町
に
お

い
て
展
示
会
を
開
催
し
、
小
田
原
市
の
歴

史
・
文
化
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
考
古
学
教
室
」

　

町
内
の
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
「
こ
ど
も
考
古
学
教
室
」
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
も
勾ま

が
た
ま玉
づ
く
り
や
鏡

づ
く
り
の
ほ
か
に
、
新
た
な
内
容
も
取
り

入
れ
て
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
大
人
も
含

め
て
、中
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た
「（
仮

称
）
斑
鳩
考
古
学
教
室
」
の
開
催
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
展
示

会
の
開
催
を
は
じ
め
と
す
る
、
い
ろ
い
ろ

な
取
組
み
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
今
年
度
も
、
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ

ー
へ
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の

◀
秋
季
特
別
展
の
観
覧
状
況

　斑鳩文化財センターが開館
して２年が過ぎました。昨年
度に開催しました展示会等に
はたくさんの方々にご来館い
ただき、ありがとうございま
した。
　今月号は平成24年度に計
画しております展示会等の行
事についてご紹介します。



斑
鳩
交
番
だ
よ
り

　

西
和
警
察
署

　
（
☎
０
７
４
５

　
　
　

�
０
１
１
０
）

　「ちょっと知ってる？斑鳩町」
は、斑鳩町の歴史や風習のほか、
斑鳩町のちょっと気になることを
調べてお伝えする不定期連載です。

　「ちょっと知ってる？斑鳩町」
は、斑鳩町の歴史や風習のほか、
斑鳩町のちょっと気になることを
調べてお伝えする不定期連載です。

いろいろなイベントにひっぱりダコ
～みんなのアイドル　パゴちゃん～

　今月号の「ちょっと知ってる？
斑鳩町」は、斑鳩町のマスコット
キャラクターとして、奈良の情報
誌にも取りあげられた、みんなに
愛されている「パゴちゃん」につ
いて紹介していきたいと思います。
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電
気
工
事
を
騙
っ
た
詐
欺

に
注
意

　

今
年
２
月
に
近
隣
府
県
に
て
、
関
西
電

気
保
安
協
会
職
員
を
名
乗
っ
た
２
～
３
名

の
男
が
家
庭
を
訪
問
し
、
電
気
関
係
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
「
異
常
が
あ
る
の
で
工

事
が
必
要
」
な
ど
と
言
っ
て
、
何
ら
か
の

作
業
を
し
た
後
に
工
事
代
金
を
請
求
し
支

払
わ
せ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

○�

関
西
電
気
保
安
協
会
は
、
電
気
設
備
の

点
検
の
み
で
、
工
事
は
お
こ
な
い
ま
せ

ん
。

○�

電
気
設
備
の
点
検
を
し
た
家
庭
に
対
し

て
、
代
金
や
費
用
の
請
求
は
一
切
し
ま

せ
ん
。

対
処
法

　

関
西
電
気
保
安
協
会
を
名
乗
っ
た
人
か

ら
、
工
事
を
す
る
な
ど
と
い
っ
て
代
金
を

請
求
さ
れ
た
場
合
は
詐
欺
で
す
の
で
、
最

寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
１
１
０
番
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

交通事故のないやすらぎの大和路づくり
～大和の交通マナーを高めよう～
春の交通安全県民運動
４/6㈮～４/1５㈰
•�４/10は「交通事故死ゼロ
をめざす日」
•�子どもと高齢者の交通事故
防止に努めましょう。
•�車に乗ったら必ず全座席で
シートベルトとチャイルド
シートをつけましょう。

パゴちゃんの生い立ち
　パゴちゃんが登場したのは、斑
鳩町の町制50周年記念日である平
成９年２月11日。「とびっきりの
50周年をみんなで創っていきま
しょう」と、マスコットキャラク
ターなど６部門で「町制50周年ア
イデア etc」を募集したことに由
来します。
　この募集では、聖徳太子をモデ
ルにしたものから、柿や紅葉をモ
チーフにしたものまで、かわいら
しいマスコットキャラクターが町
内外から25点集まりました。

厳しい選考
　この25点の中から、主に住民の
みなさんで構成した「町制50周年
記念事業検討委員会」にて、斑鳩
の里を連想させるもの、楽しく夢
と希望を感じさせるもの、簡素で
親しみやすいもの、オリジナルで
未発表のものといった基準により

選考をおこないました。

パゴちゃんの誕生
　斑鳩町といえば、法隆寺・法起
寺・法輪寺の三塔、そして正岡子
規の有名な俳句である「柿くえば
鐘が鳴るなり法隆寺」が有名です。
　この塔と柿という斑鳩の里の代
名詞を見事に組み合わせた宝塚市
の方の作品が最優秀作品に輝きま
した。
　そして愛称には、一般的に東洋
の仏塔を「パゴダ（ＰＡＧＯＤＡ）」
ということから、「パゴちゃん」
と名付けられました。

さまざまなパゴちゃんグッズ
　誕生以来、これまでにさまざま
なグッズが生まれてきました。ぬ
いぐるみ、シャープペン、ボール
ペン、キーホルダー、携帯ストラッ
プ、昨年にはポロシャツやハッピ
もできました。
　これらのグッズは、役場観光産

業課、法隆寺ｉセンターにて販売
しております。
（ポロシャツ、ハッピは法隆寺ｉ
センターのみ販売しております。）

　これからもパゴちゃんをよろし
くお願いします。

パゴちゃん（データ）
身　長：２ｍ
体　重：80㎏
性　別：男のコ
性　格：元気で陽気
好きな食べ物：柿
主�な活動：人の集まるところが大好
き。イベントがあるとやってくる。

主�な動き：ピースした手を振って子
どもたちを呼びよせる。



☎
０
７
４
５
�
７
７
３
３

●
お
す
す
め
の
本
●

５
月
Ｇ
Ｗ
の
休
館
日
は

次
の
通
り
で
す

　

５
月
３
日（
木
・
祝
）、
４
日（
金
・
祝
）、

５
日（
土
・
祝
）

男 女 共 同 参 画
社会をつくろう

ver.121
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年
を
と
り
、
ぺ
た
ん
こ
に
や
せ
た
ト
ラ

は
、あ
る
日
、王
様
の
ト
ラ
の
毛
皮
の
じ
ゅ

う
た
ん
と
入
れ
替
わ
っ
て
、
宮
殿
に
入
り

こ
む
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
す
。
食
事
の
時

間
の
あ
と
、
こ
っ
そ
り
食
べ
る
残
り
物
の

お
い
し
い
こ
と
！
と
こ
ろ
が
ご
ち
そ
う
の

せ
い
で
だ
ん
だ
ん
太
っ
て
き
て
…
ケ
イ

ト
・
グ
リ
ー
ナ
ウ
ェ
イ
賞
受
賞
作
家
の
愉

快
な
絵
本
で
す
。

「
ト
ラ
の
じ
ゅ
う
た
ん
に

な
り
た
か
っ
た
ト
ラ
」

文化・習慣の異なる人た
ちを理解しよう
～児童と留学生の国際交流～
　誰もが住みやすい町になるよ
うに、そして自分らしく生きる
ことの大切さを知ってもらおう
と、斑鳩町内の各小学校の児童
を対象に、男女共同参画社会推
進グループ「いかるがKAIGI」
のみなさんにより「児童と留学
生の国際交流」が町内の各小学
校でおこなわれ、児童たちと留
学生ともに貴重な経験となりま
した。
２/16（木）　斑鳩東小学校
　東小では、外国の家庭料理を
留学生たちと一緒に調理した後、
ランチルームにて全員で昼食を
とり、児童たちは留学生たちと

の会話を楽しんでいました。
　その後、留学生たちが、母国
の文化や民族衣装などを紹介。
児童たちは実際に着たり手に取
ったりして、外国の文化を体感
していました。

２/21（火）　斑鳩西小学校
　西小では、各教室にて留学生
が母国の文化や民族衣装、民族
舞踊を紹介しました。

　その後、ランチルームに移動
して、メキシコの伝統的な遊び
をみんなでおこなったり、ダン
スを踊ったりして交流を深めて
いました。

２/23（木）　斑鳩小学校
　斑小でも、各教室にて留学生
による母国の文化や民族衣装の
紹介がおこなわれました。

　また、留学生の母国語会話レ
ッスンや、ジェスチャーゲーム
により、さらなる交流を深めて
いました。

ジェラルド・ローズ／文・絵
ふしみみさを／訳
岩波書店

いかるがKAIGI　児童と留学生の国際交流

　男女共同参画社会の実現には、まず相手を理解することが重要と
なります。その１つとして、言語や文化、習慣が異なる国の人たち
と直接触れ合うことで、お互いを大切に思い、仲良くありたいと願
う心を養うことがあげられます。
　そこで今月号は、２月におこなわれた、いかるがKAIGI のセミ
ナー「児童と留学生の国際交流」について紹介します。



　「ゼロ・ウェイスト」って聞いたことあるかな？
　斑鳩町は、未来の地球環境のため、ごみを燃やさ
ない、うめ立てない町をめざすんだって。パゴちゃ
んと一緒に何ができるか考えてみよう。

※�チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き
継いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開して
いるキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

「
わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
・
春
」

　

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
絵
本
や
わ

ら
べ
う
た
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
第
１
回　
　

４
月
26
日
（
木
）

　
　
　

第
２
回　
　

５
月
31
日
（
木
）

　

２
・３
歳
（
午
前
10
時
～
10
時
40
分
）

　

０
・１
歳
（
午
前
11
時
～
11
時
30
分
）

場
所　
第
１
回　

�

い
か
る
が
ホ
ー
ル
研
修

室

　
　
　

第
２
回　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
和
室

対
象　
３
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

　

�（
０
・
１
歳
、
２
・
３
歳
そ
れ
ぞ
れ
15
組
。

先
着
順
）

講
師　
平
井
冨
久
子
（
か
し
の
木
文
庫
）

申�

込　
４
月
19
日（
木
）ま
で
に
、は
が
き
・

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
子

ど
も
の
名
前
・
年
齢

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

︱ 

今
月
の
お
は
な
し
会 

︱

町
立
図
書
館

　

日
時　
４
月
21
日（
土
）
午
後
３
時
～

公
民
館
図
書
室

図
書
室
（
中
央
・
東
公
民
館
）

　

日
時　
４
月
10
日（
火
）
午
後
２
時
～

図
書
室
（
西
公
民
館
）

　

日
時　
４
月
10
日（
火
）
午
前
11
時
～

ごみを燃やさない　うめ立てない町をめざして
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●ゼロ・ウェイストとは？
　浪費や廃棄物をゼロにするという
英語を訳したもので、ごみの焼却や
うめ立てをゼロにしよう、そのため
に、ものづくりの段階からごみを出
さない仕組みを作っていこうという
考え方のことです。
　オーストラリアの首都キャンベラ
からはじまった取組みで、日本では、
徳島県上

かみかつちょう

勝町、福岡県大
おお

木
き

町
まち

、熊本
県水
みなまた

俣市
し

が、ごみの焼却、うめ立て
をゼロにする「ゼロ・ウェイスト宣
言」をおこなっています。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）

２月

１月

12月

可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

平成23年度

平成22年度

平成23年度

平成22年度

平成23年度

平成22年度

2月の生ごみたい肥化量7,022㎏
　可燃ごみの3.0％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数1,001世帯（2月末）

Q．�どうして燃やしたり、うめ立てる
ごみをゼロにしなきゃいけないの？

A�．日本では、ごみを燃やすことが当たり前と思う人が多い
と思うけど、ごみの中には、資源として使えるものがたく
さんあるんだよ。ごみを燃やしたり、うめ立てたりするこ
とは、資源の無駄づかいにつながるし、健康被害が起きる
危険もある。だから、できる限り、ご
みは燃やしたり、うめ立てたりしない
で、資源として再び使うことが、未来
の地球環境にとって大切なことなんだ。

Q．わたしたちは何をすればいいの？
A�．ゼロ・ウェイストは社会の仕組み自体を変えていこうと
いうものだから、消費者・生産者・行政がそれぞれの立場
で取り組む必要があるんだ。
　�　生産者は、ごみの出ないリサイクルしやすい商品を作る
こと。行政は、ごみの出ない社会をめざして法律や制度を
作ること。消費者は、ごみの出ない工夫をしている商品を
選んで買うこと。
　�　これから、消費者である私たちにできることを毎月紹介
していくよ。

教えてパゴちゃん！

未来が変わる。
日本が変える。



相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 10日㈫、17日㈫、24日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
26日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

5日㈭、12日㈭、19日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 11日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 3日㈫（毎月第1火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0745-92-5570
℻0745-92-5568
（若者サポート神須学園）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

母と子の悩みごと
相 談

全日電話相談（毎週月～金曜日（休日除く）8:30～17:30)
福祉課（☎内線125）

女性のための相談
13日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3027日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 21日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

主な連絡先
斑鳩町役場
	 0745-74-1001
上水道課
	 0745-74-1401
下水道課
	 0745-74-2406
町立図書館
	 0745-75-7733
中央公民館
	 0745-74-1511
東公民館
	 0745-74-4122
西公民館
	 0745-75-3911
中央体育館
	 0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 0745-70-1000
保健センター
	 0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 0745-74-0990
衛生処理場
	 0745-74-2371
西老人憩の家
	 0745-74-1517
東老人憩の家
	 0745-74-5050
三室休日診療所
	 0745-74-4100
いかるがホール
	 0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 
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※相談の日程が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

4月の相談

▼
斑
鳩
な
ぎ
な
た
ク
ラ
ブ　
　
〔
１
～
６
〕

▼
少
林
寺
拳
法
ク
ラ
ブ　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
町
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ〔
３
～
６
〕

▼
い
か
る
が
ペ
ガ
サ
ス
ク
ラ
ブ〔
１
～
６
〕

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

４
月
29
日（
日
）
午
前
８
時
30
分

　
（
予
備
日
４
月
30
日（
月
））

場
所　
斑
鳩
南
中
学
校
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

申
込　
４
月
９
日（
月
）～
23
日（
月
）

斑
鳩
美
術
協
会
展

　

斑
鳩
美
術
協
会　

事
務
局

　
（
☎
０
７
４
５
�
６
５
６
４　

真
弓
迄
）

日
時　
４
月
11
日（
水
）～
15
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

�（
初
日
は
午
後
１
時
よ
り
開
場
、
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
２
階
研
修
室

展�

示
作
品　
洋
画
、
書
、
写
真
、
彫
塑
工

芸
後
援　
斑
鳩
町
教
育
委
員
会

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
部

員
（
小
学
生
）
募
集

　

平
成
24
年
度
斑
鳩
町
登
録
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
部
員
（
小
学
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

※
〔　

〕
内
は
対
象
学
年
で
す
。

▼�

斑
鳩
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
男
子
・
女
子
）　　
　
　
　
〔
３
～
６
〕

▼
斑
鳩
少
年
野
球
部（
軟
式
）　
〔
１
～
４
〕

▼�

斑
鳩
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　
ド
リ
ー

ム
チ
ッ
プ
ス　
　
　
　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
少
女
バ
レ
ー
斑
鳩
ク
ラ
ブ　
〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｖ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
錬
武
会（
剣
道
）　　
　
〔
１
～
６
〕

▼
以
和
貴
道
場（
剣
道
）　　
　
〔
１
～
６
〕

▼
法
隆
寺
剣
道
ク
ラ
ブ　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
青
少
年
空
手
道
ク
ラ
ブ〔
１
～
６
〕

▼
空
手
道
陽
明
会
斑
鳩
支
部　
〔
１
～
６
〕

▼
中
嶋
道
場
斑
鳩
支
部　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
合
氣
道
斑
鳩
武
育
会　
　
　
〔
１
～
６
〕

● 
催　

し 

●

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 
ス
ポ
ー
ツ 

●
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平
成
24
年
度　
春
季

史
跡　
藤
ノ
木
古
墳
石
室
特
別
公
開

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

　

藤
ノ
木
古
墳
の
石
室
を
特
別
に
公
開
し

ま
す
。
石
室
や
石
棺
の
実
物
を
間
近
に
見

て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
藤
ノ
木
古
墳
の
歴
史

や
魅
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場�

所　
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
（
法
隆
寺
西
２

丁
目
）
見
学
無
料

※�

見
学
者
多
数

の
場
合
当
日

の
午
前
８
時

30
分
よ
り
、

現
地
で
整
理

券
を
配
付
し

ま
す
。

認
知
症
予
防
講
演
会

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
６
）

　

介
護
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
認
知

症
予
防
・
介
護
予
防
講
演
会
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
簡
単
に
取
り
組
め

る
頭
の
体
操
や
身
体
の
体
操
を
紹
介
し
な

が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
育
む
た
め
に
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
21
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
大
会
議
室

参
加
費　
無
料

講�

演　
「
日
常
生
活
の
中
で
取
り
組
め
る

認
知
症
予
防
」

講�

師　
く
も
ん
学
習
療
法
セ
ン
タ
ー

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

杉
江　

哲

　
　
　
　
　

一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

地
球
に
や
さ
し
い
生
活
推
進
協
議
会
（
愛

称
：
エ
コ
る
が
）
会
員
を
募
集
し
ま
す

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

　

平
成
22
年
２
月
に
、
レ
ジ
袋
の
削
減
等

に
取
り
組
む
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
推
進
サ

ポ
ー
タ
ー
が
、「
地
球
に
や
さ
し
い
生
活

推
進
協
議
会
（
愛
称
：
エ
コ
る
が
）」
を

立
ち
上
げ
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
推
進
運
動

を
は
じ
め
、
幅
広
く
環
境
保
全
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
エ
コ
る
が
」
の
会
員
と
し
て
、
一
緒

に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
人
を
新
し
く
募
集

し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
な
活
動
内
容

①�

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
の
調
査
等
、
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
の
普
及
啓
発

②�

幼
稚
園
や
保
育
園
等
、
こ
ど
も
環
境
教

室
の
実
施

③
町
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展

④�

町
内
の
事
業
所
や
町
と
協
力
し
た
、
ご

み
減
量
な
ど
環
境
保
全
に
向
け
た
取
組

み
※
活
動
内
容
の
詳
細
は
、
活
動
ブ
ロ
グ

　

�（http://ekoruga636.blog105.
fc2.com

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集　
町
内
在
住
・
在
勤
の
人

申�

込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
４
５

�
１
０
１
１
）・
Ｅ
メ
ー
ル（kankyou

　

�@
tow
n.ikaruga.nara.jp

）
で
左

記
ま
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
４
月
13
日（
金
）ま
で

問
合
せ
・
申
込　
環
境
対
策
課

市
民
法
律
講
座

　
　
　

奈
良
弁
護
士
会

　
　
（
☎
０
７
４
２
�
８
３
１
９
）

日
時　
４
月
14
日（
土
）午
後
１
時
～
３
時

テ
ー
マ

　
「
弁
護
士
に
依
頼
す
る

　
　
　
　
　
　

方
法
と
ポ
イ
ン
ト
」

場�

所　

奈
良
弁
護
士
会
館
（
〒
６
３
０-

８
２
３
７　

奈
良
市
中
筋
町
22
番
地
の

１
）

申�
込　
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
４
２
�

８
３
１
９
）
に
希
望
講
座
、郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番

号
を
明
記
し
奈
良
弁
護
士
会
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

募　

集 

●



● 
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枠 

●
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斑
鳩
町
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま

せ
ん
か
？

～
斑
鳩
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
～

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
１
）

　

斑
鳩
町
で
は
、
住
民
と
行
政
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の
協
働
の
ル
ー

ル
と
し
て
、
協
働
の
あ
り
方
や
手
法
を
明

確
に
し
た
「（
仮
称
）
斑
鳩
町
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
・
指
針
」
等
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
策
定
内
容
に
住
民
の
み
な
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
住

民
と
行
政
に
よ
る
斑
鳩
ら
し
い
協
働
の
し

く
み
づ
く
り
を
お
こ
な
う
た
め
、
斑
鳩
町

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
募
集
要
領
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

募
集
要
領
・
応
募
申
込
書
は
、
役
場
総

務
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
斑
鳩

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

募
集
人
数　
２
人

任　
　
期　
２
年

応�

募
資
格　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
審
議

に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
人

で
、
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
さ
れ
る

人

①
斑
鳩
町
在
住
で
20
歳
以
上
の
人
（
平
成

24
年
４
月
1
日
現
在
）

②
原
則
と
し
て
平
日
（
昼
間
）
に
開
催
す

る
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人

③
町
議
会
議
員
及
び
町
職
員
で
な
い
人

④
特
定
の
団
体
や
個
人
を
支
援
し
、
ま
た

は
批
判
す
る
行
動
を
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
の
構
成
員
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

人
で
な
い
こ
と

応�

募
方
法　
「
公
募
委
員
応
募
申
込
書
」

に
「
応
募
の
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）」

の
ほ
か
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
斑

鳩
町
役
場
総
務
課
宛
に
、
次
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
に

要
す
る
諸
費
用
は
本
人
負
担
と
し
ま

す
。

①
郵
送
（
送
付
先
：
〒
６
３
６-

０
１
９

８　

斑
鳩
町
役
場
内
）

②
Ｅ
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス
：

　

soum
u@
tow
n.ikaruga.nara.jp

）

③
持
参
（
持
参
場
所
：
役
場
２
階　

総
務

課
窓
口　

土
・
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
30
分
）

募�

集
期
間　

平
成
24
年
４
月
２
日（
月
）

〜
平
成
24
年
４
月
27
日（
金
）ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
の
消
印
有
効

選�

考
方
法　
応
募
書
類
を
も
と
に
応
募
の

動
機
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
選
考

し
、
結
果
を
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

森
林
の
土
地
所
有
者
届
出
制
度
に
つ
い
て

　

観
光
産
業
課
（
☎
内
線
２
１
３
）

　

平
成
23
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ

り
、
平
成
24
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地

所
有
者
と
な
っ
た
人

は
市
町
村
長
へ
の
事

後
届
出
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

届�

出
対
象
者　
売
買

や
相
続
等
に
よ
り

森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
人

※
個
人
・
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

※�

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買

契
約
の
届
出
を
提
出
し
て
い
る
人
は
対

象
外
で
す
。

届�

出
期
間　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の

あ
る
市
町
村
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

届�

出
事
項　
届
出
書
に
、
①
届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
氏
名
、
②
所
有
者
と

な
っ
た
年
月
日
、
③
所
有
権
移
転
の
原

因
、
④
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積
、
⑤

土
地
の
用
途
を
記
載
し
ま
す
。

　

添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書

（
写
し
も
可
）
ま
た
は
土
地
売
買
契
約
書

な
ど
の
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
わ
か
る

書
類
の
写
し
と
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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町
税
等
の
収
納
業
務
を
委
託
し
ま
す

　

斑
鳩
町
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・
ペ
イ
ジ
ー

収
納
（
水
道
料
金
を
除
く
）
を
開
始
す
る
に

あ
た
り
、
町
税
等
の
収
納
業
務
を
下
記
の
業

者
に
委
託
し
ま
す
。

委�

託
先　
（
コ
ン
ビ
ニ
収
納
）　

地
銀
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

�（
ペ
イ
ジ
ー
収
納
）　

南
都
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

町税の納期一覧　　〜納税は月末までにお忘れなく〜
問合せ　国民健康保険税…国保医療課（☎内線114）　　その他の町税…税務課（☎内線155）

◎納期限は月末です。（12月は25日となっています。）ただし、特別徴収はそれぞれの支給日に年金または給与から引き落としされます。

月
地方税の種類 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

町県民税
普通徴収 ◎ ◎ ◎ ◎

給与からの特別徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
年金からの特別徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

固定資産税・都市計画税 ◎ ◎ ◎ ◎
軽自動車税 ◎

国民健康
保険税

普通徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
年金からの特別徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

引
越
し
の
時
は

　
　
水
道
の
手
続
き
を

上
水
道
課
（
☎
０
７
４
５
�
１
４
０
１
）

　

転
入
な
ど
で
水
道
の
使
用
を
は
じ
め
る

時
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
水
道
の
使
用
を

中
止
す
る
時
、
使
用
者
・
所
有
者
が
変
わ

る
時
な
ど
は
、
必
ず
２
～
３
日
前
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

使
用
中
の
水
道
の
中
止
手
続
き
が
な
い

場
合
、
使
用
し
な
く
て
も
水
道
料
金
（
基

本
料
金
）
が
か
か
り
請
求
さ
れ
ま
す
。
さ

か
の
ぼ
っ
て
の
中
止
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

上
水
道
課
か
ら
各
戸
に
料
金
を
請
求
し

て
い
な
い
集
合
住
宅
な
ど
に
住
ん
で
い
る

人
は
、管
理
会
社
等
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊�

町
内
で
転
居
す
る
場
合
も
、
手
続
き
が

必
要
で
す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人

も
水
栓
番
号
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
も

う
一
度
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
で

　

�

次
の
金
融
機
関
ま
た
は
上
水
道
課
の
窓

口
で
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

取
扱
金
融
機
関

　

�

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・
三
井
住
友
銀

行
・
り
そ
な
銀
行
・
近
畿
大
阪
銀
行
・

南
都
銀
行
・
奈
良
信
用
金
庫
・
大
和
信

用
金
庫
・
奈
良
中
央
信
用
金
庫
・
近
畿

労
働
金
庫
・
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ
の

お
知
ら
せ

　

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

　

猫
を
は
じ
め
、
ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
生

活
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
家
族
の
一

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
、

猫
の
鳴
き
声
や
ふ
ん
尿
の
被
害
、
放
し
飼

い
に
つ
い
て
、
付
近
の
人
か
ら
苦
情
や
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

猫
の
好
き
な
人
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
飼
い
主
に
と
っ
て
我
慢
で
き
る
こ
と

で
も
、
他
人
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
猫
を
飼
う
こ
と
に
よ
り
付
近

の
人
に
迷
惑
や
危
害
を
か
け
て
い
な
い
か

再
度
認
識
し
、
十
分
な
心
配
り
と
正
し
い

し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
猫
と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
よ
う
！

　

猫
は
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
責

任
を
持
っ
て
飼
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
屋
外
に
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た

猫
は
、他
人
の
敷
地
で
ふ
ん
尿
を
し
た
り
、

庭
を
荒
ら
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
大
変
な

迷
惑
と
な
り
ま
す
。
猫
の
健
康
を
守
り
、

周
囲
に
迷
惑

を
か
け
な
い

た
め
に
も
、

室
内
飼
育
に

努
め
ま
し
ょ

う
。

●
飼
い
主
の
名
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

万
が
一
、
飼
育
場
所
を
離
れ
て
し
ま
っ

た
猫
も
、
飼
い
主
の
名
前
や
連
絡
先
の
書

か
れ
た
名
札
が
つ
い
て
い
れ
ば
、
す
ぐ
に

飼
い
主
の
と
こ
ろ
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
飼
い
猫
に
は
必
ず
名
札
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

●�

飼
い
主
の
な
い
猫
に
む
や
み
に
エ
サ
を

あ
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
飼
う
気
が
な
い

の
に
エ
サ
を
あ
げ
て
し
ま
う
と
、
爆
発
的

に
数
が
増
え
、
増
え
て
し
ま
っ
た
猫
は
エ

サ
が
足
り
な
く
な
っ
て
、
ご
み
を
荒
ら
し

た
り
、
住
宅
に
侵
入
し
た
り
し
て
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
猫
同
士
で
な
わ
ば
り
争
い
を
し
て
、

ケ
ガ
や
事
故
死
が
増
え
、
病
気
が
は
や
る

な
ど
、
猫
に
と
っ
て
住
み
に
く
い
環
境
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
不
幸
な
猫
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
も
、
エ
サ
を
絶
対
に
あ
げ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

猫
な
ど
動
物
が
好
き
な
人
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　

国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
２
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
の
保
険
料
、
現
役
世
代
か
ら
の

支
援
、
そ
し
て
国
・
県
・
市
町
村
の
公
費

負
担
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
医
療
の
給

付
等
に
か
か
る
費
用
の
約
１
割
を
保
険
料

と
し
て
ご
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
保
険
料
は
、「
均
等
割
額
」
と
「
所

得
割
額
」
の
合
計
額
と
な
り
、
被
保
険
者

個
人
単
位
で
算
定
し
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
保
険
料
率
は
、
広
域
連
合
が
奈
良

県
の
医
療
の
給
付
額
等
に
応
じ
て
２
年
ご

と
に
見
直
し
、
平
成
24
・
25
年
度
の
算
定

の
基
準
と
な
る
保
険
料
率
は
次
表
の
と
お

り
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
大

切
な
財
源
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る

み
な
さ
ん
へ

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
２
・
１
１
４
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
入
院
の

場
合
に
加
え
て
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
た
と
き
に
も
、
限
度
額
適
用
認
定
証
等

を
提
示
す
れ
ば
、
１
ヶ
月
の
医
療
機
関
の

窓
口
で
の
支
払
い
が
一
定
金
額
に
抑
え
ら

れ
ま
す
。

　

70
歳
未
満
の
人
と
70
歳
以
上
の
非
課
税

世
帯
の
人
は
、
事
前
に
限
度
額
認
定
証
の

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

の
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
に
つ
い
て

も
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
減
額
認
定

証
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

斑
鳩
町
立
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
閉
館
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
８
）

　

青
少
年
の
野
外
体
験
活
動
施
設
で
あ
り

ま
す
「
斑
鳩
町
立
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23
年
度

末
を
も
っ
て
閉
館
い
た
し
ま
し
た
。

　

永
き
に
わ
た
り
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

所得
割率

均等
割額

平成22,
23年度 7.7％ 年

40,800円
賦課
限度額 50万円

平成24,
25年度 8.1％ 年

44,200円
賦課
限度額 55万円

国保に入るとき

国保をやめるとき

そ　の　他

んな時には け出を
国 民 健 康 保 険

○届け出は14日以内におこないましょう○
問合せ　国保医療課（1 内線114）

国
民
年
金
保
険
料

　

20
歳
代
で
本
人
（
配
偶
者
含
む
）
の
所

得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
承
認
期
間
は
６
月
分
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
承
認
を
受
け
、
引
き
続
い
て
猶
予

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
７
月
以
降
に
新
た

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
継
続
審
査
に
該
当
し
て
い
る
人
を
除
き

ま
す
）

　

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
５
）

　

学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下

の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
承
認
期
間
は
翌

年
の
３
月
分
ま
で
に
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

学
生
納
付
特
例
制
度
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

学
生
納
付
特
例
制
度
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

引
き
続
き
猶
予
を
希
望
す
る

場
合
は
、
申
請
を
忘
れ
ず
に
！

学
生
以
外
の
人
の
免
除
は
…

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

他市町村へ転出したとき 印かん、保険証
他の健康保険に加入したとき 印かん、国保と健保の保険証
他の健康保険の被扶養者になったとき 印かん、国保と健保の保険証
生活保護を受けることになったとき 印かん、保険証、保護開始決定通知書
死亡したとき 印かん、保険証、死亡証明書

他市町村から転入したとき 印かん、転出証明書
他の健康保険をやめたとき 印かん、健保の離脱証明書
他の健康保険の被扶養者からはずれたとき 印かん、被扶養者でない理由の証明書
生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書
子どもが生まれたとき 印かん、保険証、母子手帳

退職者医療制度に該当したとき 印かん、年金証書、保険証
退職者医療制度に該当しなくなったとき 印かん、保険証
住所、世帯主、氏名、続柄などが変わったとき 印かん、保険証、身分を証明するもの
保険証をなくしたり、よごれて使えなくなったとき 印かん、保険証、身分を証明するもの



「広報いかるが」「斑鳩町コミュニ
ティバス」の有料広告掲載募集

　町では、新たな自主財源を確保するため、広
報紙およびコミュニティバスに有料広告を掲載
しています。お店や会社のＰＲ等、暮らしに役
立つ広告をお待ちしています。
　詳細については町ホームページ：（http://
www.town.ikaruga.nara.jp）または、企画財政
課窓口でご確認ください。

　企画財政課（☎内線２５４）
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行
政
出
前
講
座
の
ご
案
内

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
３
）

　

町
で
は
、「
行
政
出
前
講
座
」
を
受
付

中
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
主

催
す
る
集
会
等
に
町
職
員
が
出
向
き
、
町

政
の
説
明
等
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
町
政
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

町
が
お
こ
な
っ
て
い
る
仕
事
の
中
で
住

民
の
み
な
さ
ん
が
聞
き
た
い
こ
と
、
知
り

た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
町
担
当
職
員
が
み

な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
伺
い
、
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

斑
鳩
町
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対�

象
者　
町
内
の
自
治
会
お
よ
び
町
内
在

住
者
概
ね
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
す
。

講�

座
の
種
類　
左
の
表
の
他
、
可
能
な
範

囲
で
ご
要
望
に
お
答
え
し
ま
す
。

開�

催
時
間
・
場
所　
平
日
・
休
日
を
問
わ

ず
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の

間
で
、
２
時
間
程
度
と
し
ま
す
。
開
催

場
所
は
、
町
内
に
限
り
ま
す
。

会�

場
の
手
配
等　
住
民
主
催
と
な
り
ま
す

の
で
、
会
場
の
手
配
や
催
し
の
周
知
な

ど
は
主
催
者
側
で
お
願
い
し
ま
す
。

講
師
料　
無
料

申�
込
・
問
合
せ　
利
用
し
よ
う
と
す
る
日

の
14
日
前
ま
で
に
、
総
務
課
へ
利
用
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

講　　座　　名 担　当　課
防災対策および自主防災組織について 総　務　課情報公開制度の仕組みについて
斑鳩町総合計画について 企画財政課斑鳩町の財政について
税の仕組みについて 税　務　課
社会福祉について

福　祉　課児童福祉について
高齢福祉について
介護保険について
健康づくりについて 健康対策課
国民健康保険制度について

国保医療課長寿（後期高齢者）医療制度について
国民年金について
環境問題について 環境対策課
消費生活相談について 住　民　課
道路整備について 建　設　課交通安全対策について
観光について 観光産業課
都市計画道路について 都市整備課ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業について
上水道について 上 水 道 課
公共下水道について 下 水 道 課

学校教育について 教育委員会
事務局総務課

斑鳩町の文化財について 教育委員会
事　務　局
生涯学習課

人権問題について
青少年の健全育成について

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
医
療
費
の
窓

口
負
担
は
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す

　

国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
が
国
民
健
康
保
険

で
医
療
を
受
け
る
と
き
の
窓
口
負
担
に
つ

い
て
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
２
割
負
担

に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
度
に
引
き
続
き
平
成
24
年

度
も
、
１
割
負
担
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
対
象
と
な
る
人
に
は
、

平
成
24
年
３
月
末
ま
で
に
新
た
な
「
高
齢

受
給
者
証
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※�

た
だ
し
、
既
に
３
割
負
担
を
い
た
だ
い

て
い
る
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け

た
人
は
除
き
ま
す
。

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　斑鳩市で、わんこそば選手権
　　　がおこなわれましたが、使わ
　　　れたそばは何でしょう。
　　　　　　　　　〈４月12日必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。
　　　　3月号のクイズの答　　65
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数25）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲
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①�

外
国
人
住
民
の
み
な
さ
ん
に
、
住
民
基

本
台
帳
法
が
適
用
さ
れ
、
住
所
の
証
明

が
「
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
」
か

ら
「
住
民
票
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

観
光
な
ど
の
短
期
滞
在
者
等
を
除
い

た
、
適
法
に
３
か
月
を
超
え
て
在
留
し
、

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
外
国
人
住
民

の
み
な
さ
ん
に
「
住
民
票
」
を
作
成
し
ま

す
。

　

外
国
人
登
録
原
票
に
お
い
て
同
一
世
帯

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
て
、
実
際
に
同
じ

住
所
に
居
住
し
て
い
る
人
が
、１
つ
の「
住

民
票
」
で
記
載
さ
れ
ま
す
。
同
一
世
帯
に

日
本
人
や
異
な
る
国
籍
の
人
が
い
る
場
合

も
同
じ
で
す
。

　

住
所
変
更
（
転
入
・
転
出
・
転
居
）
の

際
に
は
、「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
や
「
在

留
カ
ー
ド
」の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

転
出
に
は
、転
出
地
で
「
転
出
証
明
書
」

を
取
得
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。「
転

出
証
明
書
」
が
な
い
場
合
は
、
転
入
の
手

続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
所
変
更

の
手
続
き
は
「
14
日
以
内
」
に
お
こ
な
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
が
遅
れ
ま
す

と
、
過
料
に
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

在
留
資
格
の
変
更
や
在
留
期
間
の
更
新

等
の
手
続
き
は
、
市
町
村
長
へ
の
届
出
が

不
要
と
な
り
ま
す
。

②�

「
住
民
票
」
の
作
成
に
あ
た
り
、
内
容

確
認
の
通
知
を
送
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
５
月
頃
に
、
外
国
人
住
民
の

み
な
さ
ん
に
、
新
し
く
作
成
す
る
住
民
票

の
内
容
を
予
め
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

③�
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
か
ら
「
特
別

永
住
者
証
明
書
」
や
「
在
留
カ
ー
ド
」

へ
の
切
替
が
必
要
で
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証
明
書

は
、
新
し
い
制
度
導
入
後
も
、
一
定
期
間

は
有
効
で
す
が
、
該
当
す
る
期
限
ま
で
に

切
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

「
特
別
永
住
者
証
明
書
」

　

特
別
永
住
者
と
し
て
在
留
資
格
を
有
す

る
外
国
人
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
手

続
き
窓
口
は
役
場
住
民
課
で
す
。

　

現
在
お
持
ち
の「
外
国
人
登
録
証
明
書
」

の
次
回
切
替
申
請
時
に
「
特
別
永
住
者
証

明
書
」
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

切
替
申
請
は
確
認
の
基
準
日
ま
で
に
お
こ

な
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※�

基
準
日
か
ら
30
日
以
内
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
在
留
カ
ー
ド
」（
中
長
期
在
留
者
）

　

日
本
国
に
在
留
す
る
資
格
を
持
っ
て
在

留
し
、
３
か
月
以
下
の
在
留
期
間
が
決
定

さ
れ
た
人
や
短
期
滞
在
・
外
交
・
公
用
の

在
留
資
格
が
決
定
さ
れ
た
人
以
外
に
交
付

さ
れ
る
も
の
で
、
交
付
手
続
き
先
は
、
地

方
入
国
管
理
局
で
す
。斑
鳩
町
の
場
合
は
、

大
阪
入
国
管
理
局
奈
良
出
張
所
で
手
続
き

で
き
ま
す
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
大

阪
入
国
管
理
局
奈
良
出
張
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

当
分
は「
外
国
人
登
録
証
明
書
」が「
在

留
カ
ー
ド
」
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、
次

の
よ
う
に
在
留
資
格
や
期
間
、
年
齢
な

ど
に
よ
り
有
効
期
限
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。

（
永
住
者
の
場
合
）

•�

16
歳
以
上
の
人
…
２
０
１
５
年
（
平
成

27
年
）
7
月
8
日
ま
で

•�
16
歳
未
満
の
人
…
２
０
１
５
年
（
平
成

27
年
）
7
月
8
日
ま
た
は
16
歳
の
誕
生

日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

（
特
定
活
動
者
の
場
合
）

•�

16
歳
以
上
の
人
…
在
留
期
間
の
満
了
日

ま
た
は
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
7

月
8
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

•�

16
歳
未
満
の
人
…
在
留
期
間
の
満
了

日
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
7
月

8
日
ま
た
は
16
歳
の
誕
生
日
の
い
ず
れ

か
早
い
日
ま
で

（
前
記
以
外
の
在
留
資
格
の
場
合
）

•�

16
歳
以
上
の
人
…
在
留
期
間
の
満
了
日

ま
で

•�

16
歳
未
満
の
人
…
在
留
期
間
の
満
了
日

ま
た
は
16
歳
の
誕
生
日
の
い
ず
れ
か
早

い
日
ま
で

〈
問
合
せ
先
〉

●
大
阪
入
国
管
理
局　
奈
良
出
張
所

　

電
話
…
０
７
４
２
㉓
６
５
０
１

　

所
在
地
…�

奈
良
市
東
紀
寺
町
３
丁
目
４

番
１
号

●
法
務
省
入
国
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.im
m
i-m
oj.go.jp/

new
im
m
iact_1/

•�
外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

　

電
話
…
０
５
７
０‒

０
１
３
９
０
４

　
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

●
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�h
ttp
://w

w
w
.sou
m
u
.g
o.jp
/

m
ain_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/zairyu.htm

l

外
国
人
の
み
な
さ
ん
へ

住
民
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成
24
年
７
月
に
外
国
人
登
録
法
が

廃
止
さ
れ
、
在
留
管
理
制
度
・
住
民

基
本
台
帳
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。



内　　　容：�自分や家族などの栄養相談や高血圧・高血糖・高コレステロールなど病態にあわ
せた栄養相談をおこないます。

実　施　日：４月17日（火）・23日（月）　　　　５月11日（金）・18日（金）
対　　　象：町在住の20歳以上の人
申　　　込：前日まで

●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター
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斑鳩町に警報発令時には検診・教室等を中止することがあり
ますので「保健センター」までお問い合わせください。

■ 個別栄養相談

■ 平成24年度　個別検診委託医療機関

前立腺がん
検診

石崎整形外科・内科、植田医院、おおさか耳鼻咽喉科、勝井整形外科、川本医院、
坂本医院、西和往診クリニック、藤岡内科医院、前田クリニック、
まつきクリニック、吉岡医院

乳がん検診 県立三室病院、奈良社会保険病院、服部記念病院、平成記念病院、
ヤマト健診クリニック

子宮がん検診 新谷レディースクリニック、なんのレディースクリニック、吉岡医院
※町外委託医療機関でも受診することができます。

肝炎ウイルス
検診

石崎整形外科・内科、植田医院、おおさか耳鼻咽喉科、勝井整形外科、川本医院、
坂本医院、新谷レディースクリニック、西和往診クリニック、藤岡内科医院、
前田クリニック、まつきクリニック、吉岡医院

申込の受付がはじまりました。検診は計画的に受けましょう。
平成24年度　検診予定表

がん検診名 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

集
団
検
診

胃がん
（35歳以上） 15（火）

16（水）

15（金）

16（土）

18（水）

19（木）

11（火）

12（水）

19（金）

20（土）

28（水）

29（木）肺がん
（40歳以上）
乳がん

（40歳以上）
23（水）23（土）10（火） 3（金） 14（金）22（月）16（金） 1（土）子宮がん

（20歳以上）
大腸がん

（容器提出日）
（35歳以上）

22（火）
7（木）

26（火）

12（木）

31（火）

17（金）

30（木）

13（木）

27（木）

11（木）

24（水）

6（火）

21（水）

6（木）

20（木）

※�容器は事前に
保健センター
で購入してく
ださい。

個
別
検
診

前立腺がん

　
乳がん
子宮がん
肝炎

ウイルス検診
※�40歳以上の人は、集団検診の胃がんと肺がん、乳がんと子宮がんをそれぞれセットで同時受
診できます。
•集団検診は事前申込制です。（電話可）　　全日程の予約は随時、受付けをしています。
•乳がん検診と子宮がん検診は２年に１回の受診となります。
•乳がん検診と子宮がん検診の個別検診は、健康手帳の他に受診券が必要です。
•健康手帳・受診券は保健センターで発行しています。

前立腺がん（55歳以上）、乳がん（40歳以上）、子宮がん（20歳以上）、肝
炎ウイルス検診（40歳以上）の個別検診については、5月から翌年2月まで、
下記の各がん検診委託医療機関（事前に予約が必要）で受診できます。



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター
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事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

乳 幼 児 相 談
（身体計測）

4月17日㈫ 13：30～
　15：00

健
診
の
受
付
簿
は
受
付
開
始
時
間
の
30
分
前
に
出
し
ま
す
。

就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：前日まで5月10日㈭ 9：30～

　11：00

わんぱく広場

4月18日㈬

9：45～
　10：00 Ｈ23年4・5月生

○ 発達と育児のポイントについての話（言
葉の発達・しつけ・卒乳等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

13：15～
　13：30 Ｈ23年10・11月生

○ 発達と育児のポイントについての話（赤
ちゃん体操・子どもの感染症等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

4月19日㈭ 13：15～
　13：30 Ｈ23年8・9月生

○ 発達と育児のポイントについての話（歯
みがき・事故防止等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

乳 幼 児 相 談
（個　別） 4月23日㈪ 13：30～

　15：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談
申込：前日まで

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 4月26日㈭ 13：00～

　13：30 Ｈ22年8・9月生
〇内科・歯科診察、身体計測等
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

子 育 て 教 室 4月27日㈮ 9：45～
　10：00

就園までの児と
その保護者

○テーマ：絵本を楽しもう！
内容：手遊び、ペープサートなど
※先着30組　　申込：4／3（火）から

後期離乳食教室
5月14日㈪

9：45～
　10：00 Ｈ23年6・7月生 〇離乳食の話と試食

持物：母子健康手帳、筆記用具、お茶、お
しぼり
申込：5／10（木）まで前期離乳食教室 13：15～

　13：30
Ｈ23年12・

Ｈ24年1月生

☆詳しくは保健センターまで問い合わせてください。

人間ドック健診・脳ドック健診の申込みがはじまります
申込方法　�郵便ハガキに必要事項を記入（記入

方法は次を参照）のうえ、郵便で申
し込むか、または窓口の指定用紙（国
保医療課・保健センターで配布）で
申し込みください。

　　　　　※一人につき１枚限り

対象要件　•平成24年度において40歳～74歳の人
　　　　　•�申込日において斑鳩町国民健康保険に加

入して１年以上継続している人
　　　　　•特定健康診査を受診していない人
　　　　　•町税を完納している人
助成費用　�健診費用の２分の１。ただし、２万円を限

度とする。
問合せ　国保医療課　☎74－1001（内線115）

申込期間　�平成24年４月５日（木）～４月19日
（木）まで。ハガキの場合は平成24年
４月19日（木）必着。

抽選日時　�平成24年4月27日（金）午前10時から
※応募多数の場合は抽選（公開抽選）。
※抽選は第三者が行います。
抽選結果　全員に封書でお知らせします。
抽選場所　役場地下大会議室

人間ドック健診（定員120名）

対象要件　•�１年以上町在住の40歳以上（昭和48年４
月１日以前に生まれた人）

　　　　　•�脳血管疾患等で現在治療を受けていない
人

　　　　　•�勤務先等で同様の健診を受けることがで
きない人

　　　　　•町税を完納している人
助成費用　�健診費用の２分の１。ただし、１万５千円

を限度とする。
問合せ　保健センター　☎70－0001（直通）
※�申込を受理した時点で、対象要件を確認することに
ついて同意したこととみなします。

脳ドック健診（定員150名）

斑
鳩
町
小
吉
田

　
　
　
　
　
１
―
12
―
35

生
き
生
き
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
斑
鳩
内

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

宛

6 3 6 0 41 2

［おもて］ ［うら］

①希望健診名
（両方希望の人
　は、両方記載）
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤生年月日
⑥電話番号
（連絡のつく所）



4月号
平成24年4月1日発行

（通巻559号）

人 の 動 き
　 ₂₈ , ₆₁₂人
　　（前月比　−22）
　　男₁₃ , ₅₈₆人
　　女₁₅ , ₀₂₆人

　 　₁₁ , ₁₂₀世帯
　　（前月比　−₃）
（平成24年₂月29日現在）
問い合わせ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
�　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　アンパンマンや、ゆ
るキャラを見つめる子
どもたちの無邪気な笑
顔を見ていると、こち
らまで幸せな気分にな
りました。これからも
子どもたちの笑顔が絶
えないまちにしていき
たいですね。

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
Eメール  info@town.ikaruga.nara.jp

広告

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745-74-1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）
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い

４
月
１
日
か
ら
新
た
に
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

　

及
び
一
般
不
妊
・
不
育
治
療
費
の
一
部
助
成
を
は
じ
め
ま
す

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
助
成（
任
意
接
種
）

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸

炎
は
乳
児
が
初
め
て
か
か
る
と

重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
極

度
の
脱
水
症
状
や
脳
炎
の
発
生

を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対�

象
者　
町
内
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
接
種
日
に
お
い
て
生

後
６
週
か
ら
24
週
ま
で
の
乳

児
助�

成
費
用　
１
回
に
つ
き
接
種

費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
は

７
千
円
）

申�

請
方
法　
医
療
機
関
で
接
種

後
、
３
か
月
以
内
に
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
交
付
申
請
等
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必�

要
書
類　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

証
明
す
る
領
収
書
・
印
か
ん
・

母
子
健
康
手
帳
・
助
成
費
用

の
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

一
般
不
妊・
不
育
治
療
費
助
成

　

不
妊
症
や
、
死
産
や
流
産
を

繰
り
返
す
不
育
症
は
、
適
切
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
で
出
産
で

き
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

対
象
者

•�

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

申
請
日
に
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
夫
婦

•�
不
妊
症
又
は
不
育
症
と
診
断

さ
れ
治
療
を
受
け
て
い
る
人

•�
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
•�
夫
婦
の
前
年
度
の
合
計
所
得

が
７
３
０
万
円
未
満
の
人

•
町
税
を
完
納
し
て
い
る
人

対
象
と
な
る
治
療

•�
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
以
外

の
不
妊
治
療
又
は
不
育
治
療

•�
医
療
保
険
適
用
及
び
適
用
外

の
治
療
費
・
検
査
費
用
・
薬

剤
費
（
た
だ
し
、
文
書
料
・

個
室
料
・
食
事
代
等
は
除
く
）

助
成
内
容

期
間

　

�

申
請
さ
れ
た
年
度
よ
り
５
年

間
金
額

•�
一
般
不
妊
治
療　

自
己
負
担

額
の
う
ち
５
万
円
ま
で

•�
不
育
治
療　

自
己
負
担
額
の

２
分
の
１（
上
限
は
10
万
円
）

申�

請
方
法　
年
度
の
末
日
ま
で

に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
交
付
申

請
等
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
１
年
度
に
つ
き
１

回
）

必�

要
書
類　
医
療
機
関
の
受
診

証
明
・
領
収
書
・
夫
婦
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
・

町
税
の
納
付
を
証
明
す
る
書

類
・
印
か
ん
・
保
険
証
・
助

成
費
用
の
振
込
先
が
わ
か
る

も
の

相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で




